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�．はじめに
野球は「投げる」「打つ」「捕る」「走る」の４つの

主動作が含まれており，高い技術が必要とされる。投

球速度を高めることは，野球の競技力を向上させる上

で最も重要なテーマの１つである。今まで投球動作の

biomechanicalな解析（宮西ら１９９５，石井ら１９７８）がな

されてきた。その中で投球速度を決定する要因として，

ボールにより大きな運動量を持たせるための筋力や筋

収縮速度という「体力資源」，および投球動作の「合

理性」があげられている。しかし，投球速度の向上に

焦点を当てたトレーニング，技術練習については十分

に検討されておらず，「走りこみ」，「下肢や体幹の筋

力」，「ベンチプレス」といった経験的な指導のもとに

トレ－ニングが行われている。

本研究では，野球の競技力を高める体力資源につい

て，現場で測定可能な８項目と投球速度との関連性に

ついて検討したため報告する。

�．方 法

１．対 象

対象者は，N大学３，４年生２０人である。対象者に

は，調査趣旨，調査への参加は強制ではないこと，調

査により取得されたデータは研究以外の目的で使用し

ないこと，またデータは匿名化され使用されることを
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Abstract: Aim: The objective of the present study is to examine the effectiveness of pitch speed

and physical fitness for students. Methods: Pitch speed was evaluated with physical fitness survey

in N university in 2012 that contains questionnaire: the presence or absence of experienced in base-

ball, physique. The subjects of the survey were 20 students. Results: The scores in the presence of

experienced in baseball group showed a significant increase(MWS ,pitch speed: p<0.01). We exam-

ined the relationship between pitch speed, physical fitness, physique. Relationships of pitch speed

with physical fitness were statistically significant, however physique were not significant. Conclu-

sion: We found that pitch speed was effective to assess physical fitness (50 m run, sitting trunk flex-

ion).
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表１ 対象者の属性（n＝２０）

AVE±SD max～min

年齢（歳） ２０．３±０．５ ２２～２０
身長（�） １７１．３±５．２ １８４～１５９
体重（�） ６３．５±６．８ ７８～５１
BMI ２１．６±２．２ ２７．３～１７．３

図 スピードガン SpeedsterV（Bushnell社製）

表２ 球速と級内相関係数（n＝２０）

球速１回目（�／h） 球速２回目（�／h） ICC（１，１）

９２．７±１７．２ ９５．５±１４．６ ０．９５＊＊

AVE±SD
＊＊p＜０．０１

口頭で説明し，対象者からインフォームドコンセント

を得た。

２．調査・測定項目

� 質問調査

調査項目は，身長，体重，BMI（Body Mass Index：

体重（�）／身長２（�）で算出），硬式野球経験（有
／無）を聴取した。対象者の属性を表１に示す。

� 体力測定

測定項目は，握力，膝伸展力，垂直跳び，閉眼片足

立ち，長座体前屈，最大歩行速度（maximum walking

speed：MWS），肺活量，５０�走（各項目の測定方法
は首都大学東京体力標準値研究会編の体力テスト２００７

に準じて行った）を測定した。また測定の８項目であ

る握力，膝伸展力，垂直跳び，閉眼片足立ち，長座体

前屈，最大歩行速度（MWS），肺活量，５０�走はそれ
ぞれ筋力，下肢筋力，瞬発力，バランス機能，柔軟性，

敏捷性，持久性，瞬発力を代表する体力要素の指標と

した。

� 投球速度の測定

スピードガン SpeedsterV（Bushnell社製）（図）を

用いて投球速度を測定した。

N大学野球場のマウンドから１８�先の捕手のミット
に向かって投球した。右バッターボックスの地点で全

投球の終速を測定した。投球は２球とし，速い値を各

被験者の値とした。

３．データの分析方法

投球速度の信頼性の検定には ICC（Intraclass correla-

tion coefficient；級内相関係数）を用いた。

硬式野球経験の有無を２群に分け，体格，体力と比

較するために対応のない t検定を用いて調べた。

投球速度と体力の関連をみるためにピアソンの相関

分析を用いて調べた。統計解析には SPSS１８．０を用い，

統計的検定の有意水準はいずれも５％とした。

�．結 果

投球速度１回目と２回目の ICCは，０．９５であった

（表２）。

硬式野球経験有群におけるMWS，投球速度が無群

より有意に上回った（表３）。投球速度と体力は，長

表３ 硬式野球経験別の体格・体力測定比較

硬式野球経験

有
（n＝１０）

無
（n＝１０）

t検定

体格

身長（�） １７２．０±４．８ １７０．７±５．８ ns

体重（�） ６３．６±４．８ ６３．４±８．７ ns

BMI ２１．５±１．６ ２１．７±２．７ ns

体力

握力（�） ５０．９±８．１ ４７．７±４．５ ns

膝伸展力（�） ２８．４±５．９ ３４．３±８．５ ns

垂直とび（�） ６６．６±５．６ ６４．９±７．０ ns

閉眼片足立ち（sec） ４８．４±１７．８ ５９．３±２．２ ns

長座体前屈（�） ３９．７±１０．５ ４９．１±１１．８ ns

MWS（�／�） ２５１．３±３０．２ ２１６．２±４１．７ ＊＊

肺活量（ml） ４３１７±５８１．４ ４４２２±５２４．０ ns

５０�走（sec） ６．８±０．２ ６．９±０．４ ns

球速（�／h） １０８．０±６．９ ８３．０±７．７ ＊＊

values are means±SD
ns: not significance
＊＊p＜０．０１
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表４ 球速と体力との関連

球速（n＝２０）

長座体前屈（�）
５０�走（sec）

０．４６＊

－０．５３＊＊

＊p＜０．０５
＊＊p＜０．０１

座体前屈（r＝０．４６）と５０�走（r＝－０．５３）に有意な

相関があった（表４）。

�．考 察

本研究で用いたスピードガン SpeedsterVは廉価で

あるが，ICCは，０．９５と極めて高い信頼性を得た。

MWSは簡便な運動能力の指標のひとつで，加齢に

伴う歩行能力の低下の指標として用いられている。硬

式野球経験有群におけるMWSが無群より有意に上

回ったことから硬式野球経験者のほうが体力的に勝る

ことが伺える。投球は，一連の動作中に足，脚，体幹，

肩，肘，手首，指先というように身体の各部分を連続

的に駆動させる必要がある。全身を使って投げたい場

合と比較して，腕だけで投げると５３．１％の速度しか出

ないという報告がある（Toyoshima et al，１９７４）。本研

究で硬式野球経験者の投球速度が有意に上回ったこと

は，速い速度を生むために練習してきた全身の各部位

を協調させて多くの筋肉を使う投球術を持っているこ

とが推測される。

東ら（２０１１）は，大学野球選手とプロ野球選手の体

力を比較した結果，プロ野球選手の立位体前屈や上体

そらしが大学野球選手よりも高い数値を示したと報告

している。本研究でも投球速度と長座体前屈が関連し

たことから，一連の投球動作をスムーズに行うには，

体幹が中心となって各部分との連動動作の能力を向上

させるために柔軟性が重要であることが示唆された。

澤村ら（２００６）は，大学野球選手の投球速度と体力

を比較した結果，投球速度には，大腿四頭筋，体幹伸

展パワー，３０�走が大きく関与したと報告している。
本研究では投球速度と５０�走が関連したことから，投
球能力の向上にはランニングを中心とした下肢の強化

が重要であることが示唆された。
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